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　黒川の里ふれあいフールガフ月１日、オーブンしまし

た。県内でも有数のフフドベンチヤースライダーや流れる

フール、幼児用・子ども用フールなど、設備も充実。町

内・外からたくさんの人々が訪れている。

　今年から入場料金が変わりました。

　　　　肺　人ｏ入場料金|小･中学生
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土
曜
閉
庁
の
お
し
ら
せ

；
之
～
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ
；
；
”
’
Ｉ
ｉ
”
４
ま
；
～
－
ｌ
ａ
～

’
‐
”
”

８
月
か
ら
二
部
の
業
務
を
除
き
）

　
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す

　
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
を
実
現
申

乙
た
め
、
国
を
中
心
に
労
働
時
間
の

短
縮
を
目
ぎ
し
た
完
全
週
休
２
日
割

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
の
機
関
で
は
今
年
の

５
月
１
日
か
ら
、
ま
た
県
で
も
７
月

１
日
Ｆ
ｙ
部
の
業
務
を
除
い
て
、

す
べ
て
心
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
県
内

市
町
村
で
も
、
国
、
県
に
準
じ
て
７

月
１
日
及
び
８
月
１
日
か
ら
完
全
週

休
２
日
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
壬
生
町
で
も
、
完
全
週
休
２
日
割

導
入
の
条
例
改
正
案
が
６
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
、
８
月
１
日
か
ら
一

部
の
業
務
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
土

曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
民
生
活
に
特
に
関
連

の
深
い
業
務
や
週
末
に
利
用
の
多
い

次
の
施
設
は
、
今
ま
で
ど
お
り
休
ま

ず
業
務
を
行
い
ま
す

一
社
会
教
育
施
設

心

＝ r 〃 J 〃 ＝ r － J 〃 － r j
　 　 　 　 　 　 l

▽
公
民
館
（
中
央
・
稲
葉
・
南
犬

飼
・
北
）
▽
図
書
館
　
▽
歴
史
民

俗
資
料
館
　
▽
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
　
▽
総
合
運
動
場

」
福
祉
施
設

　
▽
保
育
所
（
第
１
～
第
５
）
▽
児

　
瓶
館
　
▽
老
人
憩
い
の
家
（
乗
号

　
富
士
兄
）

一
そ
の
他
の
施
設

　
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
▽
清
掃

　
セ
ン
タ
ー
　
▽
水
道
課
中
央
配
水

　
場
　
▽
長
打
婦
人
の
家
　
▽
黒
川

　
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
（
施
設
利

　
用
期
間
）
　
▽
小
中
学
校
給
食
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

　
　
努
力
し
ま
す

　
町
で
は
、
今
後
と
も
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
Ｌ
を
図
り
、
皆
様
に
信
頼
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
町
政
推
進
に

な
お
。
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
／

ド
ク

　
　
　
／

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『
Ｉ
『
Ｉ
Ｉ
Ｉ
％
－
Ｉ
Ｉ
％
Ｉ
％
－
１
１
『
―
％
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
％
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
％
Ｉ
％
Ｉ
％
－

」
居
並
卯
栽
負
募
集
ハ

　
町
で
は
、
平
成
５
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
及
び
採
用
人
員

蜃
一
般
事
務
　
　
若
千
名

ｏ
昭
和
４
２
年
４
月
２
目
か
ら
昭
和
５
０

　
年
４
月
１
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

ｏ
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

・
土
　
　
木
　
　
若
干
名

ｏ
昭
和
４
２
年
４
月
２
目
か
ら
昭
和
５
０

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

ｏ
高
等
学
校
以
卜
の
専
門
課
程
を
卒

　
業
し
た
方
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

　
方

蘭
保
　
　
母
　
　
若
千
名

ｏ
昭
和
四
一
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４
８

　
年
４
月
―
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

ｏ
保
母
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

　
平
成
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
保
母

手
続
き

○
職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
申
込
書

は
、
７
月
２
０
旦
月
）
か
ら
役
場
総
一

務
課
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間

の
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
　
　
ｏ
７
月
２
０
口
百
千
８
月
２
０
口
采
）

・
保
健
婦
　
　
１
　
名

ｏ
昭
和
４
２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４
７

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

ｏ
保
健
婦
の
免
許
取
得
者
ま
た
は
平

　
成
５
年
５
月
末
日
ま
で
に
保
健
婦

　
の
免
許
取
得
見
込
み
の
方

　
住
居
要
件

ｏ
通
勤
時
間
が
お
お
む
ね
５
０
分
以
内

　
の
方

心

　
受
付
時
間

ｏ
平
日
の
午
後
５
時
ま
で
。

　
　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
号

　
試
験
日

ｏ
1
0
月
４
日
（
日
）

・
問
合
せ
先

　
　
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

= ･ ㎜ ･ ＝ ･ ＝ j － ･ ･ ■ ･
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第
２
回
定
例
議
会
（
６
月
）

正
・
副
議
長
改
選

　
第
２
回
壬
生
町
議
会
定
例
議
会
が
　
　
れ
ま
し
た
。

６
月
２
５
日
か
ら
２
９
日
ま
で
間
合
さ
れ
、
　
　
　
改
選
の
結
果
、
議
長
に
石
川
昭
三

最
終
日
に
正
・
副
議
長
改
選
が
行
わ
　
　
氏
（
６
４
）
、
副
議
長
に
鈴
木
郁
夫
氏
（
７
３
）

議長
　石川昭三氏

副議長

　鈴木郁夫氏

一忌日圓恕丿返と)出国出回胎

訟回忌回(原口白砂必口習？

◇問合せ先　役場企画財政課

が
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
の
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
（
○
委
員
長
○
副
委
員
長
）

◇
総
務
常
任
委
員
会
（
定
数
子

Ｏ
薩
葉
　
光
、
○
山
口
佳
宏
、
大
関

庄
一
、
石
川
昭
三
、
高
山
英
雄
、
東

川
憲
一

◇
民
生
経
済
常
任
委
員
会
（
定
数
子

○
田
中
一
男
、
○
沖
　
春
雄
、
粟
島

床
左
工
門
、
鈴
木
郁
夫
、
梁
川
城
市

稲
葉
次
雄
、
小
貫
　
暁

届
出
の
必
要
な
土
地
と
は
・
：

〔
〕
〔
変
面
積
以
田

宝
生
町
の
場
合
〉

①
監
視
区
域
内
（
市
街
化
区
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
Ｊ
…
以
上

②
そ
の
他
の
区
域
（
市
街
化
調
整
区
域
）

　
　
　
　
　
　
５
、
Ｏ
０
０
Ｊ
…
以
上

　
〔
沓
晋
ど
縦
列

▽
売
買
▽
共
有
持
分
の
譲
渡
▽
営
業

譲
渡
▽
譲
渡
担
保
▽
代
物
弁
済
▽
交

換
Ｙ
予
約
完
結
権
▽
買
戻
権
等
の
譲

渡
▽
地
上
権
▽
賃
借
権
の
設
定
▽
譲

渡※
こ
れ
ら
取
引
の
予
約
で
も
事
前
に

　
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
か
ら
契
約
ま
で

届
出
は
契
約
の

１
－
―
－
－
ｉ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

６
週
間
前
ま
で

ー
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｆ
ｒ
ｌ
ｌ
―
―
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｒ
―
―
Ｉ
Ｉ

に
し
ま
し
よ
う

ー
―
－
―
―
‐
―
‐
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

◇
建
設
水
道
常
任
委
員
会
（
定
数
６
）

Ｏ
石
村
壽
夫
、
○
島
根
定
代
、
松
井

晴
夫
、
小
菅
良
一
、
荒
川
誠
一
、
浜

野
和
子

◇
文
教
常
任
委
員
会
（
定
数
６
）

○
鈴
木
史
郎
、
○
小
谷
野
幸
作
、
高

橋
　
毅
、
大
山
章
一
、
青
柳
健
吾
、

北
条
典
彦

議
姦
暮
雲
（
鮮
紅
）

Ｏ
北
条
典
彦
、
○
小
貫
　
暁
、
小
谷

野
幸
作
、
大
山
章
一
、
大
関
庄
一
、

松
井
晴
夫
、
高
山
英
雄
、
鈴
木
史
郎
］

（
）
爾
�
出
水
」
圃
）

　
　
　
⇔
　
届
出

示
縦
組
水
」
皿
〔
〕

　
　
　
⇔

〔
賠
〕
ド
ｏ
レ
市

　
ｏ
売
買
価
格
や

　
利
用
目
的
の
審
査

　
凡
才

（
舞
レ
）
呑
　
　
至
大
」
監
」
晰

　
⇔
従
わ
な
い
　
　
心
従
う

入
門
○
希
　
　
蜃
レ
レ
斜
・

無
届
売
買
は

　
　
だ
め
で
す
／
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シートベルトを着用しよう

夏の無謀運転追放運動を展開

を　防ル団交②放　馳者夏

破匹こ止干体通暴運湧註予…の休夏。

るこずルの事退勤や想゛暴みば

シでると協故行を明Tざ｀走の署

｜はよマカ防為展でれ行解さ

ト　｀うナの止・開はま為放か

べ３努Ｉ　も　　飲し　｀すな感ら

ルつめをとの酒　｀７　°どかく

トのて習　｀３運①月　　のらる

の重い慣各つ転シ16　無子疲

着点まづ種をの１日　謀ど労

用項すけ行重追トか　運も　｀

耳目　゜で事点該啓．ら　．|回転たレ

フの　　むや項ブル諒5｀言淑ちジ

ふいこ　　ら活目③ド目　言のヤ

てつ　几x動と土のま　　が気｜

見　　　｀をし輪正で　　らの交

て　

｜　　

悲行て車し　。　　｀ゆ通

みド　　惨っ　｀－い夏　交るの

まラ　　なて各特着の　通み増

しイ　　交正閏に用無　事や加

よ八　通し係若の謀　故　｀の

う　｜　　事い機者徹運　Jの特ほ

……゜...の　故丿交関一底宍｀転…………,.淵[にカド

士゛命……万’を示達一心の尚陽道………2.｀,｀･呂･1,ﾐと仙､,宅巨聊

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

　
　
　
　
　
正
し
い
着
用

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
低
調

で
す
。
助
か
る
は
ず
の
交
通
事
故
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
せ
ず
に
乗
車
し
、

-－

尊
い
命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
、

安
全
運
転
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

●衝突速度と衝撃●

漸一万

　一一一一
ヅブ言回天

回ぐ輔/h ６ｍの高さから落下したときの衝撃に等しい

ｿﾞ瘤知弗 14m　　　　　　　xy

膳鯵ぐ 25m　　　　　　　gy

噺鯨 40m　　　　　　　/y

（注）衝突速度は、固定壁へ直角によつけたときの

　　スピード

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
は
、
事
故
に
遭
　
　
な
い
で
し
ょ
う
か
。

っ
た
と
き
体
を
ハ
ン
ド
ル
や
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
っ
け
た
り
、
車
外
に

ほ
う
り
出
さ
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ

　
「
被
害
軽
減
効
果
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い

る
と
い
う
安
心
感
か
ら
気
侍
ち
に
ゆ

と
り
が
で
き
、
安
全
意
識
を
向
卜
さ

せ
た
り
、
運
転
中
の
姿
勢
が
よ
く
な

る
こ
と
か
ら
疲
労
を
軽
く
し
た
り
す

る
な
ど
の
「
事
故
予
防
効
果
」
が
あ

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
。

　
「
面
倒
だ
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た
理

由
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い

な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
「
自
分
は

事
故
に
遭
わ
な
い
」
と
思
っ
て
い
る

こ
と
自
体
、
運
転
技
術
を
過
信
し
て

い
る
証
拠
で
す
し
、
交
通
事
故
に
っ

い
て
軽
く
考
え
過
ぎ
て
い
る
の
で
は

●衝突速度と衝撃●

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
ド
ラ
イ
バ

ー
が
衝
突
に
耐
え
ら
れ
る
の
は
、
時

運
７
」
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
速
２
０
�
の
衝
撃
で
さ
え
、
そ
の
衝

突
は
体
重
の
６
～
１
５
倍
に
も
な
り
、

死
亡
事
故
に
っ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
大
切

な
「
命
綱
」
。
車
を
運
転
す
る
と
き
は

ま
ず
、
あ
な
た
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
、
同
乗
者
全
員
が
締
め
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
発
車
す
る
よ
う
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と

き
は
、
後
部
座
席
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ60km

　　W'･

　　白

(ﾎ

り ４ 一巳

り μ
[j柾

ｉＳ �’

固

ロﾋ?
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▽
通
信
販
売
１
１
０
番
△

１
兆
６
千
億
円
の
市
場

　
カ
タ
ロ
グ
販
売
や
新
聞
、
雑
誌
な

ど
で
の
広
告
を
通
じ
て
行
う
お
な
じ

み
の
通
信
販
売
は
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
通
信
販
売
は
女
性

の
社
会
進
出
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
な
ど
か
ら
、
時
間
的
制
約
の
多

い
現
代
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
販
売
形

態
と
し
て
、
利
用
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
販
売
業
者
も
消
費
者
の
二
Ｉ
ズ

に
あ
わ
せ
、
取
り
扱
い
商
品
の
多
様

ｍ
　
化
を
進
め
る
な
ど
、
通
信
販
売
の
充

、
４
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

み
　
通
信
販
売
は
丁
あ
よ
う
に
わ
ざ

報
わ
ざ
店
舗
に
出
向
く
こ
と
な
く
ヽ
電

広
話
や
は
が
き
な
ど
で
申
し
込
め
る
と

| | | | | l l l l Ⅲ | 目 | | 目 | | l l l l l l l l l l l l l l５1 1 1 Ⅲ | 目 | l l l l 目 1 1 1

い
う
手
軽
さ
も
手
伝
っ
て
、
平
成
２

年
の
売
り
Ｌ
げ
は
、
業
界
推
計
に
よ

れ
ば
１
兆
６
、
４
０
０
億
円
と
、
こ

こ
５
年
間
で
２
倍
強
の
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。

ヽ －

　
便
利
さ
と
ト
ラ
ブ
ル

　
と
こ
ろ
で
、
通
信
販
売
は
利
用
者

に
と
っ
て
も
便
利
な
購
入
方
法
で
す

が
、
消
費
者
が
店
舗
な
ど
で
販
売
業

者
と
相
対
し
、
実
際
の
商
品
な
ど
を

于
に
取
っ
て
選
ぶ
と
い
っ
た
買
い
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
や
雑
誌
、

カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
通
信
販
売
広
告
の

販
売
条
件
を
み
て
、
電
話
や
郵
便
な

ど
に
よ
り
注
文
す
る
方
法
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
消
費
者
と
販
売
業
者

が
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
に
こ
れ
を
行

わ
な
い
と
、
消
費
者
と
業
者
の
間
で

行
き
違
い
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
法
律
で
規
制

　
通
信
販
売
は
、
カ
タ
ロ
グ
や
新
聞
、

雑
誌
な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
な
さ
れ
る
多
く
の
通
信
販
売
広

告
の
な
か
か
ら
、
自
分
の
意
志
で
自

由
に
購
入
し
た
い
商
品
な
ど
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
通
信
販
売
広
告
に

記
載
さ
れ
る
販
売
条
件
の
表
示
に
は
、

購
入
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
事

項
が
正
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
「
訪
問
販

売
等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
通
信

販
売
に
対
し
、
広
告
表
示
の
適
正
化

を
中
心
と
す
る
諸
規
制
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
で
は
、
ど
ん
な
点
に
注
意
を
す
れ

ば
よ
い
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ｎ
腿
一
蓼

　
通
信
販
売
広
告
は

　
丹
念
に
正
確
に
読
む

　
通
信
販
売
は
、
実
際
に
商
品
を
手

に
と
り
業
者
と
相
対
し
て
交
渉
・
選

択
す
る
の
で
は
な
く
、
広
告
に
あ
る

販
売
条
件
で
商
品
な
ど
を
選
び
、
通

信
手
段
に
よ
り
申
し
込
む
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
選
ぶ
と
き
は
商
品

の
サ
イ
ズ
や
色
、
素
材
は
も
ち
ろ
ん
、

代
金
の
支
払
い
方
法
、
商
品
の
届
け

方
や
時
期
、
返
品
の
可
否
や
そ
の
条

件
、
送
料
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か

リ
読
み
、
こ
れ
ら
を
納
得
し
た
う
え

で
申
し
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
広
告
を
し
っ
か
り
読
む
こ
と
が
、

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
Ｉ

　
　
　
　
　
　
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

熱
闘
閥
國
聊

　
注
文
は
間
違
い
な
く

　
広
告
を
よ
く
読
ん
で
も
、
注
文
を

間
違
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
注
文
す
る

こ
と
だ
け
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
し

ま
い
、
自
分
が
注
文
し
た
商
品
が
何

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
返
品
や
交
換
の
可
否
、
そ
の

場
合
の
条
件
に
っ
い
て
は
、
通
信
販

売
会
社
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
商
品

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
よ
く
調
べ

て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

通
信
販
売
１
１
０
番

で
も
、
も
し
困
っ
た
こ
と
が
起
き

だ
っ
た
の
か
、
ど
こ
へ
注
文
を
し
た
　
　
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。

の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
は
、
後
　
　
　
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
「
通
信
販
売

日
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
問
い
合
わ
　
　
１
１
０
番
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

せ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
注
文
す
る
と
き
は
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
十
分
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
注
文
日

時
、
会
社
名
、
電
話
、
住
所
な
ど
に

つ
い
て
も
、
控
え
の
メ
モ
な
ど
を
取

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

－　
返
品
や
交
換
条
件
の

　
確
認
を

　
せ
っ
か
く
届
い
た
商
品
が
気
に
入

ら
な
か
っ
た
と
き
に
、
返
品
や
交
換

が
で
き
る
か
を
前
も
っ
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
返
品
や
交
換
が
で
き
る
場

合
で
も
、
日
数
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、

送
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

　
こ
の
電
話
相
談
は
、
通
商
産
業
者

の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
、
社

団
法
人
日
本
通
信
販
売
協
会
の
事
業

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

通
信
販
売
で
の
苦
情
は
も
ち
ろ
ん
、

問
い
合
わ
せ
や
要
望
な
ど
、
幅
広
く

通
信
販
売
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
何
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
通

信
販
売
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
消

費
生
活
ご
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を

有
す
る
専
門
の
相
談
員
が
、
相
談
に

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

社
団
法
人
　
日
本
通
信
販
売
協
会

�
０
３
（
３
４
３
４
）
０
５
５
０

●
月
～
金
曜
回
祝
祭
日
は
除
く
）

●
午
前
１
０
時
～
午
後
５
時
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農業者の健康診断

｡ノ乙エンケ＝下ﾚ調査まことま∇る回
　　　　‥-　　　　-一一　　-………

アンケート回答者の男女比率

　　　(平成3年5月実施)

|,平成2年4月から3年3月まて'の1年間で健康診断を受けましたか

－-
匹づ ﾚﾉ駆菰コ

2.これから1年間のうちに健康診断を受けますか

　　　　　ﾛ魁匯已　　　　回廊３□
　　　　　　　一

病気が見つ
るのが心配

　壬生町農業者健康づくり連絡協議会（三上義市会長）では、

県の「ヘルシーふるさと推進事業」を受けて、農業者の健康増

進と農業生産の振興を目的に、平成元年12月に発足しました。

　そして、平成２年度に「健康についての意向調査」を実施し

たところ√健康である」という理由で健康診断を受けていない

万万全体の６害Uもいるなど、健康管理に対する関心が簿いこと

がわかりました。

　そのため、平成３年度は「健康診断」の部分について、フフン

ケート調査（回答632人）を行いました。その結果を見ると、

平成２年腹中に62％の万が健康診断を受け、平成３年度には71

％の方が受けようとしています。しかし、残りの29％の方は以

前として健康診断を受けようとせず、受けない理由のトップは

相変わらず「健康だと思っている」と答え、自己診断に頼って

いるようです。

　成人病の大部分は、初期には全く自覚症状万なく、その症状

が現われた時はすでにかなり進んだ状態になっていることが多

いものです。病気の早期発見・早期治療の大切さを理解し、全

会員万毎年健康診断を受けるように、更に推進していきたいと

考えています。

受けて良かった理由

　　　　　0　20

安心して生活や仕事かできる

自分の健康状態を把握できる

悪い所をすぐ治癒できる

悪い所がなく自信がついた

病気を発見できた

そ　の他

受ける理由は

　　　　０

安心して生活するため

病気を早期発見するため

定期的に受けるのがよい

健康で長生きしたいから

治療中のためた

そ　の他

40　60　80　100人

？

20

40　60　80人

3.健康で働くため組織ぐるみで健康診断を

受けるという考え方に賛成ですか。

　　反対41人6％
①

　　94%
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牛二才づよ未来の

　子どもへ《7)おくりもの

水辺にやすらぎ

　　　　　心にゆとり

つｰ一川を大切に守りましょ

す
多
様
化
か
つ
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
各
種
施
策
を

実
施
し
、
安
全
で
美
し
く
親
し
み
や

す
い
河
川
と
す
る
た
め
に
は
、
な
に

よ
り
も
地
域
住
民
が
河
川
へ
の
坪
解

と
適
正
な
利
用
、
そ
し
て
河
川
を
愛

す
る
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

月
の
１
か
月
間
を
「
河
川
愛
護
月
間
」

と
定
め
、
「
良
好
な
河
川
環
境
の
釧
出
」

　
「
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
」
を
連
動

の
重
点
と
し
て
、
全
国
的
に
河
川
愛

護
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
　
心
に
ゆ
と
り
」

－
‐
‐
－
こ
ん
な
川
に
し
た
い
で
す
ね
。

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
（
７
月
１
～
3
1
日
）

あ
な
だ
の
真
心
を

　
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

社
会
か
ら
差
別
を
な
く
そ
う

　
　
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
ド
に

平
等
で
あ
っ
て
、
大
柿
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
（
憲

法
第
‥
四
条
）
と
わ
た
し
た
ち
の
基
本

的
人
権
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
を
と
り
ま

く
社
会
で
は
、
今
日
で
さ
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
が
み
ら
れ
ま
す
。
な
か

で
礼
同
和
問
題
は
深
刻
な
社
会
問

題
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
㈲
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め

行
政
が
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
。
人
ひ
と
り
が
社
会
に
現

存
す
る
偏
見
や
不
合
理
を
見
抜
い
て
、

お
削
い
に
人
と
し
て
尊
徹
し
あ
い
、

１
目
も
早
く
「
差
別
の
な
い
社
会
」
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

同
和
対
策
推
進
県
民
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集

　
《
図
案
内
容
〉
同
和
問
題
の
ｙ
期
解

決
を
め
ど
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
Ｍ
案
。

　
〈
応
募
資
格
〉
県
内
に
居
住
す
る
中

学
生
以
Ｌ
の
県
民
の
方
。

〈
応
募
規
定
〉
大
き
さ
は
原
則
と
し

て
Ｂ
３
判
（
高
校
言
言
部
は
Ｂ
２

判
で
も
ゴ
。
作
品
は
白
‥
作
、
制
作
で

末
発
表
の
も
の
。
作
品
の
裏
面
に
氏

名
、
年
齢
、
職
業
（
中
・
高
校
生
は

学
校
、
学
年
）
、
現
住
所
を
明
記
。

〈
締
切
〉
９
月
３
０
日
必
着
。

〈
応
募
及
び
間
合
せ
先
〉
〒
３
２
０

宇
都
宮
市
福
田
二
丁
目
１
番
狸
呼

朽
木
県
民
生
活
部
同
和
対
策
課

　
（
�
ｏ
２
８
６
－
プ
３
ｏ
２
６
）

※
な
お
、
図
案
に
使
う
標
語
は
制
作

又
は
次
に
例
示
し
た
も
の
か
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
兄
す
ご
す
な
許
す
な
身
近
に
あ
る

　
差
別

い
知
ら
ぬ
ま
に
し
て
は
い
な
い
か

　
小
さ
な
差
別

◇
思
い
や
る
心
が
差
別
を
な
く
す

　
か
ぎ

づ
い
わ
れ
な
き
差
別
す
る
ま
い

　
さ
せ
る
ま
い

づ
差
別
な
き
郷
Ｌ
づ
く
り
は

　
み
ん
な
が
仁
役

ゾ
ヤ
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
か
ら

一
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住
み
よ
い
社
会



|ILIIIIlillililllll11111111111111111111111111111111111111111｣||lllllllllllllllllllllllllllllll111111111111111111広報みぶ開口|口||口|口|田||口|||||||||ll81口||口|田lllⅢⅢ
| 1 1 1 1 1 1 L I I I I I 1 1 1 1 11 1 1 1 口 | 口 | | | | | | | | | 田 | | 口 | | | | | | 田 口

意鼎痛税爽
∩いβ/し頃⑩）

所得税第１期分の

　納期は７月31日まで

　
７
月
は
所
得
税
の
恰
定
納
税
第
一

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

　
♀
定
納
税
の
し
く
み
〉

　
所
得
税
は
通
常
、
７
月
と
Ｈ
月
に

予
定
納
税
を
し
、
翌
年
に
確
定
申
告

を
し
て
１
年
間
の
税
金
を
清
算
す
る

と
い
う
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
納
税
す
る
分
を
予
定
納
税

第
一
期
分
、
１
１
月
に
納
税
す
る
分
を

第
二
期
分
と
い
い
、
「
前
年
度
分
の
申

告
納
税
額
」
を
基
に
予
定
納
税
基
準

額
を
計
算
し
て
、
そ
の
３
分
の
！
ず

っ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
計
算
さ
れ
た
予
定
納
税
基

準
額
が
１
５
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、

ｎ
定
納
税
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

〈
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
〉

　
次
の
よ
う
な
坪
出
に
よ
り
、
本
年

６
月
３
０
日
現
在
の
状
況
で
本
年
分
の

年
間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積

も
っ
て
計
算
し
た
額
が
、
税
務
署
か

ら
通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ

り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
７
月
１
５
目
ま
で
に
「
斤
定
納
税

加
の
減
額
承
認
申
請
涯
」
を
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
賤
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
の
だ

　
め
、
前
年
度
分
よ
り
所
得
加
減
少

　
す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

②
景
気
の
変
動
や
営
業
不
振
な
ど
万

　
た
め
、
前
年
度
分
よ
り
所
得
加
減

　
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

⑤
大
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
っ
て
財

　
産
に
損
害
を
受
け
た
た
め
、
前
年

　
度
分
よ
り
所
得
が
減
少
し
た
り
、

　
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見
込

　
ま
れ
る
と
き

④
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
た
め
、

　
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見

　
込
ま
れ
る
と
き

⑤
結
婚
や
出
産
な
ど
の
た
め
に
、
新

　
た
に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が

　
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

　
〈
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を
〉

　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
張
替
納

税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
の
煩
貯
金
口

座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
を
済
ま

せ
る
む
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
納
税
の
た
め
の
手
数
が
省
け
、

ま
た
、
う
っ
か
り
納
税
期
限
を
忘
れ

る
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
場
今
は
、

預
金
先
の
金
融
機
関
か
税
務
署
に
「
預

貯
金
口
座
張
替
依
頼
渥
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
�

⑩
Ｏ
Ｑ
）
只
）
５
）
、
ま
た
は
税
務
相
談
室

　
（
｀
芯
写
４
３
５
）
　
へ
。

／
　
ｘ
、
　
‐
‐
~
~
‐
=

心

考

ｔ
ｓ
晩
㈲
藤
葦
膠
心

り
ｔ
ｙ
　
　
　
　
　
ｌ
‐
／
／
ｉ
ｉ
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ぐ
ｔ
Ｎ
゛
‘
？
箔
り
ぐ
　
ｘ
”
。

　
豊
が
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き

る
か
ど
う
ガ
の
鍵
は
、
自
由
萌
問

こ
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
し
ず

め
働
く
人
に
と
っ
て
は

労
働
時
問
の
短
縮
と
い
つ

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
。

　
現
に
、
働
く
時
間
を
双

ら
し
た
い
と
い
う
人
は
多

く
、
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
は
短
繩
傾
向
に
あ
つ
ま

ず
。
し
が
し
、
こ
の
問
題

は
、
収
入
と
の
関
連
で
考

え
て
み
る
⑤
要
が
あ
り
ま

す
。
労
働
時
間
が
頴
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
収
入
に
ひ
び
く

場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

希
望
す
る
人
と
し
な
い
人
が
半
々

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
一

方
、
「
自
由
時
間
を
叙
ら
し
て
も
現

　
　
　
在
以
上
の
収
入
を
希
望
す

　
　
　
る
か
」
の
問
い
（
平
成
二
年

所得に左右されるゆとり

一一労働時間と自由時間-

　
「
収
入
が
減
少
し
て
も
良
い
か

ら
労
慟
時
間
短
繩
を
希
望
す
る
か
」

の
意
識
調
査
（
平
成
元
年
）
で
は
、

自由時間と
収入についての考え方

自由時間を減ら

しても､現在以上

の収入を得たい

タ咎

に
は
、
「
自
由
時
間
が
双
る

く
白
い
な
白
収
入
は
現
在

の
ま
庶
で
よ
い
」
が
五
六
・

仁
％
、
「
自
由
時
間
を
双
う

し
て
も
現
在
以
上
の
収
入

を
得
た
い
」
ガ
ニ
▽
六

％
、
「
ど
白
白
と
も
い
え
な

い
」
が
一
仁
・
匹
％
と
な

つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
収
入
と

の
関
係
で
み
る
と
、
労
働

時
間
を
短
縮
し
て
自
白
時
間
を
増

や
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
は
、
単
純

に
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。

わからない

自由時間が滅るく

らいなら、収入は

現在のままでよい
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食事と健康雑酢
の
効
用

　
酢
の
効
用
と
し
て
は
、
そ
の
酸
味

が
食
欲
増
進
に
っ
な
が
り
ま
す
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

魚
介
類
を
調
理
す
る
時
に
酢
の
殺
菌

効
果
で
食
中
毒
を
予
防
し
た
り
す
る

は
か
、
食
塩
摂
取
量
を
減
ら
す
工
夫

の
Ｉ
つ
と
し
て
利
用
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
酢
と
い
う
と
健
康
食
品
や

自
然
食
品
の
代
表
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
て
、
「
酢
を
飲
む
と
骨
が
や

わ
ら
か
く
な
る
（
体
が
柔
軟
に
な
る

こ
と
）
」
と
か
、
「
酢
を
飲
む
と
血
が
き

れ
い
に
な
る
」
な
ど
と
い
う
過
大
評

価
を
信
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
酢
を
飲
む
こ
と
が
健
康
の
た

め
に
良
い
と
い
う
裏
づ
け
は
な
い
よ

う
で
す
。
も
と
も
と
酢
は
、
魚
介
類

や
野
菜
、
果
物
な
ど
の
多
く
の
食
物

と
相
性
が
良
く
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た

酢
の
料
理
を
食
べ
る
こ
と
で
、
栄
誉

言
言
フ
ン
ス
が
と
れ
る
と
理
解
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
夏
は
高
温
・
多
湿
で
疲
労
が
た
ま

り
や
す
い
も
の
で
す
。
夏
バ
テ
防
止

の
た
め
に
も
、
―
目
に
Ｉ
回
は
生
鮮

食
品
を
使
っ
た
酢
の
料
理
を
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１

１

１

懸磋
　
）

ワ
イ
シ
ヤ
ツ
や
ご
フ

ウ
ス
の
汗
じ
み
は
、
だ

れ
し
も
気
に
な
る
も
の

で
す
。
そ
の
ま
ま
啓
っ

っ
て
お
く
と
、
汗
に
念

ま
れ
て
い
る
脂
肪
な
ど

が
黄
色
い
し
み
と
な
っ

て
残
っ
て
し
ま
い
、
洗

濯
し
て
も
な
か
な
か
落
ち
な

く
て
苦
労
し
ま
す
。

　
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
フ
ラ
ウ
ス

の
汗
じ
み
の
予
防
に
は
、
市

販
さ
れ
て
い
る
ス
フ
レ
ー
式

の
洗
濯
ノ
リ
を
、
汗
じ
み
の

で
き
や
す
い
箇
所
を
中
心
に
、

表
裏
に
吹
き
つ
け
て
お
く
と

い
い
で
し
よ
う
。
ノ
リ
が
汗

を
吸
い
取
り
、
洗
濯
の
と
き

に
ノ
リ
ガ
汗
や
汚
れ
を
一
緒

に
洗
い
落
と
す
た
め
、
汗
じ

み
の
形
跡
が
残
り
ま
せ
ん
。

　
ふ
つ
う
の
洗
濯
ノ
リ
を
薄

……゛゛聯願頻頻順順鯛回9゛｀

さ
し
一
杯
を
、
コ
ッ
フ
ー
杯
の
お
湯

で
溶
か
し
た
水
溶
液
で
汗
じ
み
を
ふ

き
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ぬ
る
ま
湯

で
固
く
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
丁
寧
に
ふ

き
ま
す
。

　
ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
タ
イ
も
、
長
く

使
っ
て
い
る
と
し
み
が
つ
き
、
薄
汚

く
な
り
ま
す
。
絹
の
ス
カ
ー
フ
な
ど

　
　
　
は
、
水
洗
い
す
る
と
台
な
し

　
　
　
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
瓶

洗濯ノリを吹きつける

な
ど
に
ベ
ン
ジ
ン
を
少
量
入

れ
て
、
ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
タ

イ
を
そ
の
な
か
に
入
れ
て
ふ

た
を
し
、
シ
ェ
ー
カ
ー
を
振

る
要
領
で
振
り
ま
す
。
家
庭

で
で
き
る
、
簡
単
な
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　
最
近
は
し
み
抜
き
に
、
い

ろ
い
ろ
な
薬
品
や
洗
剤
が
出

回
り
、
便
利
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
衣
服
の
繊
維
に
よ
っ

て
、
し
み
抜
き
の
種
類
も
違

く
溶
い
て
、
霧
吹
き
で
ス
フ
レ
ー
を
　
　
い
ま
す
。
使
用
前
に
衣
服
の
目
立
だ

し
て
も
同
じ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
洗
　
　
な
い
部
分
に
薬
品
を
塗
り
、
変
色
し

雇
を
し
た
後
、
そ
の
つ
ど
忘
れ
な
い
　
　
な
い
か
テ
ス
ト
を
し
ま
し
よ
う
。

で
ノ
リ
を
ス
プ
レ
ー
し
て
お
く
と
い

い
で
し
よ
う
。

　
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
だ
け
で

な
く
、
背
広
や
ス
ー
ツ
も
夏
に
は
汗

を
吸
い
込
み
ま
す
。
背
広
な
ど
の
汗

じ
み
は
、
脂
肪
な
ど
を
溶
方
寸
働
き

の
あ
る
、
ア
ン
モ
ニ
ア
水
で
ふ
き
取

る
と
効
果
的
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
大

　
梅
雨
が
終
わ
れ
ば
、
き
ら
め
く
太

陽
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
し
か

、
４
し
ヽ
目
本
の
夏
は
高
温
多
湿
。
仕
事

み
の
能
率
は
あ
ま
り
上
が
ら
ず
、
疲
労

報
も
た
ま
り
が
ち
で
す
・
夏
づ
7
‐
で
体

広
岡
も
く
ず
し
や
す
く
、
過
ご
し
や
す

　
Ｌ
　
－

　
１
　
－
　
－
　
皿
　
い
気
候
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
－
　
―
　
ｍ
　
　
そ
こ
で
、
思
い
切
っ
て
連
続
休
暇

　
―

　
－
　
－い
　
を
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

海
水
浴
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

白
‥
然
と
親
し
め
ば
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
な
り
、
家
族
と
の
触
れ
合
い

を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
で
き
な
い
健
康
チ

エ
ヴ
ク
や
自
己
啓
発
な
ど
に
時
間
を

当
て
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
新
た

な
気
分
で
仕
事
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
夏
は
「
ほ
っ
と
ウ
イ
ー
ク
」
－
－
‐

家
庭
や
職
場
で
の
合
討
築
に
し
た
い

で
す
ね
。



　
酒
が
大
好
き
な
勇
さ
ん
は
、
毎
晩

２
介
万
晩
酌
を
す
る
の
が
日
課
で
、

そ
れ
も
自
分
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

｀Ws

そ
の
せ
い
か
、
神
経
痛
で
医
者
に
か

か
る
ぐ
ら
い
で
、
普
通
は
か
か
ら
な

い
と
い
う
お
元
気
さ
で
す
。
今
で
も

あ達者

ｶﾂﾌj

J六万ｿﾌ

収束原

　山野上

jg齢
同

　勇さん(78)

キノさん(76)夫妻

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　　　　自分に素直に生きたい

　　　　　　　上長田　中川美千代さん

　銀行入社７年目を迎え、窓口業務と内勤業務の

両方に活躍する彼女のモットーは、“自分に素直

に生きるこど

　スポーツは、水泳・スキーと何でもこなす美千

代さん、今度は「着付を習いたいし、両親といっ

しょに旅行をしたい。」という、女性らしさも兼

ね備えた明るくさわやかなお嬢さんです。

チビッ子アルパム

元
気
で
明
る
く
、
素
直
な
子
に
・
・
：

　
　
（
父
）
舘
　
野
　
裕

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
圭

あ
冊
さ
ん
か
ら
の
一
言

三
さ
ん

子
さ
ん

（
国
谷
外
道
）

晃
一
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
）

　
友
希
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
３
男
）

　
　
（
父
）
勝
　
目
　
　
尚
　
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
敏
　
子
さ
ん

あ
Ｉ
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

　
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
に
／
・

（
下
横
町
）



町
長
室
を
訪
れ
た
マ
ッ
ト
君
（
中
央
）
と
安
楽
氏
（
右
）

　
　
マ
ッ
ト
君
が
米
庁

壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
１
年
交
換
学
生

壬ﾙふれあ

忠
　壬生ロータリークラブ｀（小田垣誠一会長）の１年交換学

生として南オーストラリアから来日し、現在、壬生高校

２年生に留学中のMattew Hernさん（17歳・通称マット

君）が６月23日、清水町長にあいさつのため壬生町役場

を訪れました。

　マット君は１月20日から来年の１月12目まで会員の安

楽之孝宅と篠原健次宅にそれぞれホームスティしながら

壬生高校で学びますが､「壬生高の学生生活は楽しい」と

話し、すっかり壬生高生の中に溶け込んだ様子です。先

日、広島へ行って原爆資料館を見てきましたが､「核は平

和エネルギーに使うべきで、絶対に武器として使っては

ならないと強く思った､」と話していました。

　なお、壬生高校からは、２年生の中田真誉さん（藤岡

町）が南オーストラリアに留学しています。

壬生東小学校６年

　　野口　秀一 泰

　　ひ
２　こ

人孫

と　が
も　い

ゲ　ま

Ｉ　す

ト　　゜

ボ

　｜
ル

が
大

好

清
水
家
の
1
0
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て

生
ま
れ
、
結
婚
し
て
５
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
８
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、

現
在
、
1
3
人
の
お
孫
さ
ん
と
３
人
の

　　　い

奥　ま

さ　し

ん　た

の　゜

キ

ノ

さ

ん

は

羽

生

田

農
業
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
お
り
、
「
若

い
と
き
と
同
じ
よ
う
に
什
事
を
し
て

も
、
こ
わ
い
　
（
疲
れ
た
）
と
い
う
こ

と
は
な
い
Ｊ
と
い
う
ほ
ど
で
す
。
「
気

侍
ち
は
若
い
つ
も
り
で
い
る
か
ら
ね
、

そ
れ
で
什
事
も
で
き
る
Ｊ
と
話
し
て

き
で
、
「
こ
の
間
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
犬

合
へ
行
っ
て
き
た
が
、
ブ
四
ッ
ク
優

勝
し
た
ご
と
話
し
、
５
年
前
の
当
時

勇
さ
ん
が
老
人
ク
ラ
ブ
全
長
を
や
っ

て
い
る
時
に
、
優
勝
し
県
大
会
に
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
は
同
点

決
戦
で
負
け
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
も
優
勝
し
た
時
の
写
真
が
、
居

間
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
Ｉ
犬
の
健
康
法
は
別
に
な
い
そ

う
で
す
が
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が

な
く
、
小
ま
め
に
体
を
動
か
し
、
好

き
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
お
元

気
な
ご
夫
婦
で
す
。

「ちょうの模様」

壬生束小学校５年

　　　香川真裕子

－ 一

肌
⑨
⑩
圧
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北
小
林
寿
命

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高

山
安
市
会
長
）
主
催
の
第
３
㈲
町
長

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月

1
0
日
、
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、

町
内
４
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
白
然
し

た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
７
Ｊ
Ｉ
ト
（
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ト

６
チ
ー
ム
）
に
分
か
れ
、
す
べ
て
の

チ
ー
ム
が
３
試
合
行
う
、
六
角
変
則

リ
ー
グ
戦
で
戦
わ
れ
、
各
コ
ー
ト
の

Ｉ
位
チ
ー
ム
の
得
点
順
で
順
位
が
決

定
し
ま
す
。

　
試
合
の
結
果
、
北
小
林
寿
会
が
優

勝
、
惜
し
く
も
準
優
勝
は
国
谷
第
一

老
人
ク
ラ
ブ
が
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、

３
位
に
は
み
ど
り
の
会
と
舟
町
が
入

り
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
運
転
の

　
　
　
　
技
術
を
競
う

　
第
2
1
回
町
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転

車
大
会
が
、
６
月
１
９
口
、
町
総
合
運

疆
－
輛
四
固
願
龍
丑
目
ハ
筒
箱
詰
頷
賜
　
　
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
小
学
校
８
チ

Ｊ
勝
し
情
原
潜
濁
浪
の
み
な
さ
ん
　
大

３
２
選
手
が
出
場
し
万
全
運
転

ｉ
・

準
優
勝
の
国
谷
第
一
の
み
な
さ
ん

技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
学
科
試
聴
と
実
技
の
総

合
得
点
で
争
わ
れ
、
審
吉
貝
の
き
び

し
い
チ
ェ
ッ
ク
の
な
か
選
手
た
ち
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
遺
憾
な
く
発

祥
し
て
い
ま
し
た
。

　
戒
慎
は
、
次
の
通
り
で
す
。

団
体
の
部

　
優
勝
　
　
安
塚
小
学
校

　
準
優
勝
　
　
壬
生
小
学
校

　
三
　
位
　
　
壬
生
北
小
学
校

個
人
の
部
（
敬
称
略
）

゛｀Wg

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

四
　
位

五

位

星
　
達
也
（
安
塚
小
）

荒
川
純
一
♀
生
小
）

神
由
良
太
（
壬
生
小
）

鈴
木
加
奈
羽
生
田
小
）

石
涼
向
之
（
安
塚
小
）

反
核
・
平
和
の
火
リ
レ
ー
来
庁

　
胆
和
友
好
祭
栃
木
県
実
行
委
員
会

の
第
５
回
栃
木
県
青
少
年
婦
人
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
が
６
月
１
５
日
か
ら

県
内
４
９
市
町
村
を
リ
レ
ー
、
本
町
に

は
６
月
２
３
日
米
庁
、
清
水
町
長
以
下
職

員
多
数
が
出
迎
え
激
励
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
で
は
、
昭
和
５
９
．
年
６
月
定

例
議
会
で
「
非
核
平
和
自
治
体
宣
言
」

を
議
決
し
、
役
場
正
門
北
及
び
稲
葉
・

南
犬
飼
出
張
所
の
３
か
所
に
「
核
兵

器
も
た
ず
っ
く
ら

ず
も
ち
こ
ま
せ
す

の
看
板
を
設
置
し

反
核
と
核
の
平
和

利
用
の
立
場
か
ら

行
政
を
推
進
し
て

い
ま
す
。壬

生
郷
友
会
総
会
に

　
清
水
町
長
・
青
柳
議
長
出
席

　
壬
生
郷
友
会
（
太
田
金
言
会
長
、

貪
聶
萌
‥
）
の
春
季
総
会
を
５
月
３
１

日
、
東
京
都
大
森
の
平
和
島
で
開
催

し
ま
し
た
。

と
と
も
に
、
懇
親
を
’
一
層
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
秋
の
総
会
は
1
0
月
1
8
日
、
郷
里
の

壬
生
町
で
開
き
、
郷
里
の
方
々
と
懇

　
千
生
町
か
ら
は
清
水
町
長
、
青
柳
　
　
親
の
実
を
高
め
る
こ
と
で
全
員
一
致

議
長
な
ど
が
出
席
さ
れ
、
町
の
近
況
　
　
し
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
散
会
し
ま
し

報
告
が
あ
り
、
一
同
感
銘
を
受
け
る
　
　
た
。

～W
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寄
贈
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

心

　
兵
庫
県
在
住
の
浅
井
義
之
さ
ん
は

生
ま
れ
故
郷
の
壬
生
町
を
離
れ
て
5
0

年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
少
年
時
代

に
壬
生
で
住
ご
し
た
楽
し
い
思
い
出

を
１
冊
の
本
『
ふ
る
さ
と
の
四
季
』

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
浅
井
さ
ん
か
ら
「
何

か
の
お
役
に
立
て
ば
」
と
『
ふ
る
さ

と
の
四
季
』
１
２
０
冊
が
町
教
育
委

員
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
『
ふ
る
さ
と
の
四
季
』
は
、
昭
和

①
七
半
Ｉ
Ｉ
面

て
い
て
、
わ
た
し
た
ち
に
生
涯
に
お

け
る
ふ
る
さ
と
の
有
難
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
さ
っ
そ
く

ふ
る
さ
と
学
習
に
活
用
す
る
た
め

町
内
小
・
中
学
校
及
び
福
祉
施
設
、

図
書
館
に
配
布
し
ま
し
た
。
な
お
、

ふ
る
さ
と
学
習
は
、
小
学
校
１
・
２

生
か
生
活
科
で
遊
び
や
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
な
ど
の
実
体

験
を
、
ま
た
、
３
・
４
年
生
は
「
の

び
ゆ
く
壬
生
町
」
を
教
材
に
し
て
そ

れ
ぞ
れ
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
第
６
回
町
民
柔
道
大
全
が
６
月
1
4

目
、
町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
開
か

れ
、
熟
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
〔
小
学
生
の
部
〕

優
　
勝
　
北
條
　
秀
武
（
北
　
小
）

準
優
勝
　
山
中
裕
次
郎
（
安
塚
小
）

三
　
位
　
大
渕
　
和
浩
（
束
　
古

　
〔
一
般
の
部
〕

優
　
勝
　
金
子
　
一
明

準
優
勝
　
菅
谷
　
茂
芳

三
　
位
　
森
　
　
　
東

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付

金
３
千
円
　
公
民
館
ね
ん
ど
教
室
様

金
玉
力
９
千
２
５
７
円

　
　
②
千
生
し
ん
き
ん
旅
行
会
様

ａ亘亘
文
化
協
会
文
芸
部
選

歌　
　
　
　
正
田
良
次
郎

一
滴
の
目
ぐ
す
り
う
ま
く
眼
に
入
れ

ば
効
く
と
信
じ
る
こ
と
に
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

朝
刊
を
配
り
は
じ
め
し
高
一
の
い
つ

ま
で
っ
づ
く
や
夜
明
け
出
で
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

白
転
車
に
跨
が
り
し
ま
ま
缶
ジ
ュ
ー

ス
路
上
に
飲
む
は
制
肌
の
娘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

職
を
離
れ
す
で
に
七
年
す
ぎ
た
る
を

金
合
は
ぬ
夢
ま
た
今
朝
も
見
つ

　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

汗
ぽ
と
り
陶
土
の
中
に
練
り
こ
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

転
び
し
子
泣
く
に
間
の
あ
り
蛍
寵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

梅
雨
冷
え
や
筆
重
き
ま
ま
座
し
て

居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
愛
子

ロ
マ
ン
の
碑
と
ほ
く
山
裾
麦
の
秋

９
－
１
　
一
－
－

　
　
　
　
　
一
Ｉ

- 「

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

　
　
　
　
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
く

　
壬
生
町
食
品
衛
生
協
会
（
橋
本

茂
会
長
）
で
は
、
梅
雨
か
ら
夏
に
か

け
て
の
食
中
毒
の
季
節
に
対
処
す
る

た
め
６
月
1
0
日
、
壬
生
中
央
公
民
館

で
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
き
、
会
員

３
７
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
そ
の
席
上
、
平
成
４
年
の
優
良
施

設
と
し
て
「
壬
生
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」

と
「
豚
典
館
」
が
選
ば
れ
、
栃
木
保

健
所
の
渡
辺
課
長
か
ら
表
形
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岫
栃
木
県
食
品
衛
生
協
仝

専
務
理
事
の
矢
沢
先
生
に
よ
る
「
食

中
毒
の
予
防
に
つ
い
て
」
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
事
例
を
ま
じ
え
て

の
く
わ
し
い
食
中
毒
予
防
の
お
話
に

参
加
者
た
ち
は
、
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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第８回

　　“心の豊かさを求めでをテーマに第８回「みぶ文化

教室」を開催します。

　ご家族、ご近所お誘い合せの上、ご聴講くがさるよう

ご案内申し上げます。

白岩ﾘｽｸ弄⊃

　・９月19日（土）PM2 :00～3 :30

　　『日本人の忘れもの』作家五木寛之先生

　　（講師紹介）昭和７年福岡県に生まれる。早稲田大学

　文学部卒｡「さらばモスクワ愚連隊」「蒼きめた馬を見

　よ」で第56回直本官受賞｡「青春の門」で吉川英治官を

　受ける。直本官、吉川英治文学官などの選考委員。

F●9月26日（土）PM2 :00～3 :30

　　『自分らしく生きる』随筆家下重　暁子先生

　　（講師紹介）昭和11年栃木県宇都宮市に生まれる。早

　稲田大学教育学部卒。昭和34年ＮＨＫにアナウンサー

　として入社。同43年ＮＨＫを退社。エッセイ、評論、

　ノンフクション、小説などを執筆。栃木県のマロニエ

　特使としても活蹟している。

C良二）〔壬生中央公民館中ホール

（瀕回議ｺ鮮⊃無料（聴講券が必要です）

　　　　　　※聴講券は８月３日より壬生中央公民館。

　　　　　　　稲葉・南犬飼出張所、役場住民課でお渡

　　　　　　　しいたします。

（背馳騰）壬生中央公民館（a8レo摺8）

　
　
　
（
納
期
限
８
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

一
●
町
県
民
税
　
　
　
（
２
期
）

‐
‐
．
●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

一
●
国
民
年
金
　
　
　
（
５
期
）

■日　　時　９月12日出

　　　　　　午後６時開場：６時30分開演

・合　　場

・入場料金

・賛助出演

■問合せ先

■前売所

壬生中央公民館大ホール

1､500円（全自由席）

壬生少年少女合唱団

壬生中央公民館（�82－0108）

壬生中央公民館、稲葉・南犬飼

出張所で取扱っています。

考えよう水のあした

　　　水の日（８月１日）

　　　水の週間（8月1日～7日）
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